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本機はポップリベット専用リベットツールです。 
ご使用になる前に本取扱説明書を必ずお読みいただき、記載事項に基づき正しくご使用ください。

また、本取扱説明書は、実際に使用される方がいつでも見られる場所に保管してください。 

 ポップリベット・ファスナー株式会社 

NIPPON POP RIVETS AND FASTENERS LTD. 
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４．使用前の準備 
（１）使用リベットに適合したノーズピースが取り付けられているか確認してください。 

適合しないノーズピースが取り付けられている場合は、適合する物に交換してください。 
（Ｐ.４ 表２－２） 
※ノーズピースの交換については、Ｐ.１６をご参照ください。 

 
（２）リベットツールの圧縮空気供給部にカプラ（ＡＮ５００－７２）を取り付け、圧縮空気を供給してくだ

さい。なお、コンプレッサとリベットツールの間には、エアフィルタとレギュレータを取り付け、供給

空気圧力を０.５～０.６ MPa に調整してください。 
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図４－１ 

エアフィルタ 

レギュレータ 

ホース 

カプラ（ソケット）

（推奨） 
 内径６ｍｍ以上 

（推奨） 
  日東工機 20SH 
       20SM 
            20SF 

コンプレッサ 

圧縮空気供給部 
（Ｒ１／４） 

カプラ（プラグ） 
 AN500-72 

付属していません 

ホースは、実際の使用温度において、常温（最高）使用圧力が０．７ＭＰa 以上の物をご
使用ください。また、使用環境に合った（例：耐油性、耐摩耗性等）ホースをご使用くだ

さい。 ※詳細は、ホースメーカーのカタログをご参照ください。 

 
 
 
 
 
 
（３）シャッタが閉じているか確認してください。開いている場合はシャッタを右に回して、閉じてください。

（図４－２） 
 
（４）バルブシャッタを左に１～２回転回して開き、ＭＣＳを作動させてください。（図４－２） 
 

※ バルブシャッタの開き量が不足し
ていると、マンドレルを回収でき

ない場合があります。 

図４－２ 

バルブシャッタ 

コレクタ

 ＭＣＳ作動 
（１～２回転開ける） 

閉じる 

シャッタ 

※ 締結作業を行わない時は、バルブ
シャッタを閉じて（止まるまでね

じ込む）、ＭＣＳを停止してくださ

い。 
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（５）締結作業を行わない時の圧縮空気の消費をなくす為、締結作業後、ＭＣＳ作動を簡単に停止させるＯＳバ

ルブ（オプション：別売）を準備しております。 
＜取付方法＞ 
① スパナでＲジョイントアダプタを緩め、Ｒジョイントを取り外します。（図４－３） 
② 取り外したＲジョイントとＯＳバルブを交換します。（図４－４） 
取り外したＲＪスペーサは、ＯＳバルブも共用します。 
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③ ＲＪスペーサと一緒にＯＳバルブを取付けてください。（図４－４、４－５） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

チャンバ 

チャンバ 
ＯＳバルブ

ＲＪスペーサ

取り外した 
Ｒジョイント 

緩める 

Ｒジョイントアダプタ 

図４－５ 図４－３ 
図４－４

＜使用方法＞ 
① 圧縮空気を供給する。（ＯＳバルブを開く）（図４－６） 
② 圧縮空気の供給を止める。（ＯＳバルブを閉じる）（図４－７） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

矢印の方向に引く 

図４－７

矢印の方向に押す 

図４－６ 

＜ＯＳバルブ構成部品＞ 
 
 
 
 
 
 
 

N0. 部品番号 品名 員数 
1 PRL650-OSV-1 R ｼﾞｮｲﾝﾄ 1 
2 PRL650-OSV-2 RJ ｱﾀﾞﾌﾟﾀ 1 
3 PNT600-89 O ﾘﾝｸﾞ S8(1A) 2 
4 O-RING-S11.2(1A) O ﾘﾝｸﾞ 2 
5 PRL650-OSV-3 OS ｽﾗｲﾀﾞ 1 
6 PRL650-OSV-4 OS ﾎｰｽｼﾞｮｲﾝﾄ 1 
7 YPN-10-01 ﾆｯﾌﾟﾙ 1 
8 LH-6.5-170 PUR ﾎｰｽ 10×6.5×170 1 
9 H6.5-G2F ﾎｰｽｿｹｯﾄ 1 
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７－３．ジョー等の先端部品の掃除・グリスアップ 
７－１での潤滑剤スプレーでは、すぐにジョーの噛み込みが早い場合は、この方法で行って下さい。 
但し、一度ジョーの噛み込みが発生した場合、復帰に７－１の方法より時間がかかります。 
約5,000本締結を目安にジョー等の先端部品の掃除・グリスアップを行ってください。 
数千本締結すると金属粉が先端部品に付着し、動きが悪くなったりジョーが滑ったりします。この状態で作業

を続けると、ジョーの寿命が短くなります。 
また、ジョー部の潤滑不良の場合、噛み込みの発生やジョー、ジョーケースの早期摩耗の原因になります。 

 
＜手順＞ 
（１）分解・組立方法は、Ｐ．１２ ７－２の要領で行って下さい。 
（２）組み付ける前にジョーケースの内側（ジョーと接する面）にグリスを充分に塗布して組み付けてくださ

い。（図７－３参照） 
グリスは二硫化モリブデン系グリスの使用を推奨します。 

 
ジョーケース（断面）

グリス（厚さ ２～３ｍｍ）

 
 
 
 
 
 
 

図７－３  
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７－４．油圧オイルの交換 
油圧オイルが減少しストローク不足になった場合（１回のトリガ操作で、リベットが締結できなくなった場合）

は、次の手順で油圧オイルを交換してください。 
油圧オイルの交換をしても、すぐストローク不足になる場合は、シールの摩耗が原因です。修理に出してくだ

さい。 
＜手順＞ 
（１）カプラを分離する等により、圧縮空気の供給を止めて下さい。 
（２）コレクタ、ノーズハウジングを外して下さい。 

図７－６ 

エアピストン 
アセンブリ 

チャンバ 

（３）指で継手の開放リングを均等に押しながら、チューブを抜い

て下さい。（図７－４） 
（４）４ｍｍ六角レンチでキャップスクリュ（４本）を外してくだ

さい。（図７－５） 
（５）チャンバを上にして垂直に立て、チャンバを上方に引き抜い

てください。 
次に、エアピストンアセンブリを上方に引き抜いてください。

（図７－６） 
スリーブ内に入っていた油圧オイルを廃棄してください。 

 

キャップスクリュ 
（４本） 

４ｍｍ 
六角レンチ

ゆるむ 
 
 
 
 
 
 

継手 

図７－４ 
 
 図７－５

 
（６）スリーブ内に指定のオイル（Ｐ.８ 表５－１）を注入してください。 

 油面がバックアップリング面一になるまで注入してください。（図７－７） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

油圧オイル

スリーブ

面一 バックアップリング 

スリーブ

 
指定のオイル 

 図７－７ 
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（５）フィルスクリュを約３ｍｍ緩め、エアピストンアッセンブリを押し込み保持します。 

フィルスクリュ部から油圧オイルがにじみ出てきますので、この汚れた油圧オイルが出なくなるまで、

保持してください。（図７－８） 
（６）エアピストンアッセンブリを引き抜き、再度油圧オイルを（４）の要領で注入し、フィルスクリュを仮

締めして下さい。 
（７）エアピストンアッセンブリを押し込み、手で２～３回ピストン運動させた後、再度エアピストンアッセ

ンブリを引き抜き、油面を確認してください。（図７－９） 
油面が下がっている、または空気が混入しているような場合は（６）及び（７）を繰り返してください。 

 
押し込み,保持  

フィルスクリュ 

汚れたオイル

エアピストンアセンブリ

手で２～３回 
ピストン運動させる 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図７－９ 図７－８  
 
 
（８）油圧オイルの注入が完了した後、エアピストンアッセンブリとチャンバを組み付けます。 

組み付ける前に、チャンバの内側にグリスを塗付してください。 
組み付けは分解と逆の手順で行ってください。 

 
（９）マイナスドライバでフィルスクリュを緩め、余分な油圧オイルと空気（気泡）を除去してください。油

圧オイルが出なくなるまで放置した後、フィルスクリュを締め付けてください。（図７－１０） 
 
 フィルスクリュ 
 ゆるむ 
 
 
 
 
 図７－１０

 
（１０）最後にノーズハウジング、コレクタを組み付けてください。 
 
※ 分解・組立時に油圧オイル内、及びチャンバー内部にごみや金属粉等が入らないように注意してく
ださい。 
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７－５．ノーズピースの交換 
ノーズピースが損傷した場合は、新しいノーズピースと交換してください。 
また、使用リベットを変更する場合は指定のノーズピース（Ｐ.４ 表２－２）に交換してください。 
＜手順＞ 
（１）スパナでノーズピースをノーズハウジングから取り外してください。（図７－１１） 
 
 

ノーズピースノーズハウジング

緩む 
 
 

 
 
 

 図７－１１ 
 
（２）ノーズハウジングに指定のノーズピースをしっかりと締め込んでください。 

 
 
 
７－６．ジョープッシャの交換 
ジョープッシャが損傷した場合は新しいジョープッシャと交換してください。 
＜手順＞ 
７―２(Ｐ.１２)の要領でジョープッシャを取り出し交換してください。 

 
 
 
７－７．ジョーの交換 
ジョーが損傷した場合、及びジョーの清掃をしてもすぐに滑るような場合（歯部の摩耗）、新しいジョーと交

換してください。 
＜手順＞ 
（１）７－２（Ｐ.１２）の要領でジョーを取り出し交換してください。 
（２）組み付ける前に、先端部品の清掃・グリスアップを実施してください。（７－２（Ｐ．１２）参照） 
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７－８．エジェクタコンプリートの交換 
エジェクタノズルが摩耗し、破断したマンドレルが回収されなくなったり吸引力が低下した場合は、エジェク

タコンプリートを交換してください。 
 
（注）交換する前に次の事項を確認し、該当時は各々処置を行ってください。（Ｐ.１８参照） 

①供給空気圧力が不足していないか。 
②バルブシャッタを開く量が不足していないか。 
③コレクタ内に破断したマンドレルがたまりすぎていないか。 
④ジョープッシャ内にマンドレル他がつまっていないか。 

 
処置後、吸引力が弱い場合はエジェクタコンプリートを交換してください。 

 
＜手順＞ 
（１）カプラを分離する等により、圧縮空気の供給を止めてください。 
（２）コレクタを外してください。外し方は、コレクタロックナットを手で保持して、コレクタを左にまわし

て外します。（図７－１２） 
 

ゆるむ コレクタロックナット  
 
 
 
 
 

コレクタ 
 

図７－１２  
 
（３）コレクタロックナット、バルブシャッタを外して下さい。（図７－１３） 
（４）エンドキャップをレンチで外して下さい。（図７－１４） 
 

コレクタロックナット 

バルブシャッタ 図７－１３ 

 

エンドキャップ 
リタンスプリング 

 
 
 
 
 図７－１４ 
 
（５）エジェクタコンプリートを手で引き抜いて下さい。（図７－１５） 

(６) 新しいエジェクタコンプリートと交換してください。交換時グリスを塗布し組付けてください。 
（図７－１６） 

 

グリスを塗布 

エジェクタコンプリート 

図７－１６ 

エジェクタコンプリート 
 
 
 
 
 
 

図７－１５  
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８．トラブルシューティング 
（本内容の確認をしても直らない場合は、販売店または当社へ修理を依頼しください。）    
 

現  象 要    因 処    置 

１．部品の不適合 

ノーズピースが使用リベットに適合してい

ない。 

使用リベットに適合したノーズピー

スに交換してください。      (P.4) 

２．部品の緩み 

ノーズピース、ノーズハウジング、ジョー

ケースが緩んでいる。 

スパナにて、しっかりと締め付けてく

ださい。 

３．部品の損傷 

ジョー、ノーズピース（ジョーとの接触部）、

ジョープッシャまたはジョープッシャスプ

リングが損傷している。 

損傷部品を新しい物と交換してくだ

さい。                  (P.12) 

４．ノーズハウジング内の汚れ 

ノーズハウジング内に金属粉等が溜まりジ

ョーの開き不良となっている。 

ノーズハウジング、ジョー等の掃除を

してください。        (P.12) 

５．ジョーとジョーケースの潤滑不良 

ジョーとジョーケースの潤滑不良により噛

み込み状態となっている。 

ジョー等先端部品の掃除・グリスアッ

プを行ってください。      (P.12) 

６．油圧オイル量過剰 

油圧オイルの交換後、余分な油圧オイル及

び、空気の除去が不十分。 

フィルスクリュを緩め、余分な油圧オ

イル及び空気の除去を行ってくださ

い。                   (P.15) 

リベットがノーズ

ピースに入らない。 

または、締結後マン

ドレルが排出でき

ない。 

７．ジョープッシャ内のつまり 

ジョープッシャ内にマンドレル他がつまっ

ている。 

ジョープッシャを外し、つまっている

物を除去してください。 

                         (P.11) 

１．供給空気圧力の不足 供給空気圧力の調整をしてください。 

                         (P.6) 

２．バルブシャッタが閉じている、または開

く量が不足している 

バルブシャッタを開いてください。 

                         (P.6) 

３．コレクタ内にマンドレルがたまりすぎて

いる 

コレクタ内のマンドレルを廃棄して

ください。            (P.10)

４．ジョープッシャ内にマンドレル他がつま

っている 

ジョープッシャを外し、つまっている

物を除去してください。    (P.12) 

ＭＣＳでマンドレ

ルが回収されない。 

（吸引力が弱い） 

５．エジェクタノズルの摩耗 エジェクタコンプリートを交換して

ください。            (P.17) 

１．部品の不適合 

ノーズピースが使用リベットに適合してい

ない。 

使用リベットに適合したノーズピー

スに交換してください。(P.4, P.16) 

２．供給空気圧力の不足 供給空気圧力の調整をしてください。

                          (P.6) 

３．ジョーの滑り 

ジョーの歯に金属粉のつまり、または歯の

摩耗により、マンドレルをつかまず滑って

いる。 

ジョーの掃除をしてください。 

掃除をしても直らない場合は、ジョー

を新しい物と交換してください。 

                       (P.12) 

一度のトリガ操作

でリベットが締結

できない。 

４．ストローク不足 

油圧オイルの不足または空気の混入によ

り、ストロークが不足している。 

油圧オイルの交換を行ってください。

                         (P.14) 
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部品リスト 

No. 品     番 品     名 員数 No. 品     番 品     名 員数

1 PRN041 ﾉｰｽﾞﾋﾟｰｽ 1 31 PRL600-64 O-ﾘﾝｸﾞ P4(U) 2 

2 PRL550-01 ｼﾞｮｰ 1set 32 PRL600-29A ｴｱﾁｭｰﾌﾞ 4×71 1 

6 PRL550-12 ﾉｰｽﾞﾊｳｼﾞﾝｸﾞ 1 33 PRL600-28A 継手 PCC4M6M 1 

7 PRL550-02 ﾊｲﾄﾞﾛﾘｯｸﾋﾟｽﾄﾝ 1 34 PNT600-80 O-ﾘﾝｸﾞ S3(1A) 1 

8 PRL550-03 ﾊｳｼﾞﾝｸﾞｱﾀﾞﾌﾟﾀ 1 35 PL1500i-27A ﾊﾞﾙﾌﾞｼｬｯﾀ 1 

9 PRL500-05 ｽｸﾚｰﾊﾟ SER9 1 36 PRL600-24 O-ﾘﾝｸﾞ P5(U) 1 

10 PRL500-06A ﾛｯﾄﾞｼｰﾙｹｰｽ 1 37 PRL600-45A ｽﾘｰﾌﾞｱｯﾊﾟ 1 

11 PRL500-07 O-ﾘﾝｸﾞ P16(U) 2 38 PRL600-46 O-ﾘﾝｸﾞ P10A(U) 1 

12 PRL500-08 ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ T2P9(PT) 1 39 PRL500-20 ﾊﾝﾄﾞﾙﾘﾔｽﾍﾟｰｻ 2 

13 PRL500-09 ﾍﾟﾝﾀｼｰﾙ PS9 1 40 PRL600-48A ﾊﾝﾄﾞﾙﾘﾔ 1 

15 PRL500-10 ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ T2P16(PT) 1 41 PRL600-70A ﾊﾝﾄﾞﾙﾌﾛﾝﾄ 1 

16 O-RING-1017 O-ﾘﾝｸﾞ 1 42 PRL650-14 ｽﾘｰﾌﾞﾛｱ 1 

17 PRL550-04 ﾊﾝﾄﾞﾙｱｯﾊﾟ 1 43 PRL600-80 ﾅﾍﾞ小ﾈｼﾞ M3×16 4 

18 PRL500-12 ﾘﾀﾝｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ 1 44 PRL600-53B ﾊﾝﾄﾞﾙﾛｱ 1 

19 PRL550-05 ｴﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ 1 45 PRL650-15 ﾊﾞﾝﾊﾟ 1 

20 PRL500-33 ﾛｯｸﾅｯﾄ 1 46 SA-18 ﾍﾟﾝﾀｼｰﾙ PS11.2 1 

21 PNT600-60 O-ﾘﾝｸﾞ S6(1A) 1 47 SA-17 ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ T2P11.2(PT) 1 

22 PRL550-06 ｴｼﾞｪｸﾀｶﾞｲﾄﾞ 1 48 PRL550-14 ﾁｬﾝﾊﾞ 1 

23 PRL550-07 ｼﾞｮｰｹｰｽ 1 49 O-RING-C0630G(1A) O-ﾘﾝｸﾞ 1 

24 PRL550-08/5 ｼﾞｮｰﾌﾟｯｼｬ 1 50 PRL650-17 ｴｱﾋﾟｽﾄﾝ 1 

26 SPG5135 ｼﾞｮｰﾌﾟｯｼｬｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ 1 51 PRL550-15 ﾗﾑ 1 

27 PRL550-09/5 ﾏﾝﾄﾞﾚﾙｶﾞｲﾄﾞ 1 52 PRL600-62 ｷｬｯﾌﾟ 1 

28 PRL550-10 ﾌﾟﾘﾝｸﾞﾍｯﾄﾞ 1 53 PRL600-63 O-ﾘﾝｸﾞ S8(1A) 1 

29 PRL550-11/5 ｴｼﾞｪｸﾀ 1set 54 PRL600-97 ﾊﾞﾙﾌﾞｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ 5082 1 

29a PRL650-10/5 ｴｼﾞｪｸﾀﾉｽﾞﾙ 1 55 PRL600-65A ﾊﾞﾙﾌﾞﾛｱ 1 

29b PRL650-11 ｴｼﾞｪｸﾀﾛｯｸ 1 56 PRL500-28 ﾊﾞﾙﾌﾞﾛｯﾄﾞ 1 

29c PRL550-13/5 ｴｼﾞｪｸﾀﾎﾞﾃﾞｨ 1 57 PRL600-68A ﾊﾞﾙﾌﾞｱｯﾊﾟ 1 

30 PNT600-21 ﾌｨﾙｽｸﾘｭ 1 58 PRM530-43 ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞﾋﾟﾝ 3×10 2 
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No. 品     番 品     名 員数 No. 品     番 品     名 員数

59 PRL600-69 ﾊﾞﾙﾌﾞﾌﾟｯｼｬ 1 71 PRL500-68A ｺﾚｸﾀ 1set

60 PRL650-19 ｽﾘｰﾌﾞﾛｯｸﾅｯﾄ 1 71a PRL500-36 ｺﾚｸﾀﾎﾞﾃﾞｨ 1 

61 PRL650-20 ｽﾘｰﾌﾞﾜｯｼｬ 1 71b PRL500-37A ｱﾀﾞﾌﾟﾀ 1 

62 PRL600-71 ﾄﾘｶﾞﾜｲﾔ 1 71c PRL500-42A ｼｬｯﾀｽﾍﾟｰｻ 2 

63 PRL600-72A ﾄﾘｶﾞ 1 71d PSL600CJ-30 ｷｬｯﾌﾟｽｸﾘｭ M3×8 2 

64 PRL600-73 ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞﾋﾟﾝ 3×18 1 71e PRL500-38A ｼｬｯﾀ 1 

65 PRL600-74 ｷｬｯﾌﾟｽｸﾘｭ M5×12 ﾒｯｷ付 4 71f PRL500-39A ｼｬｯﾀﾜｯｼｬ 1 

66 PRL500-64A ﾁｭｰﾌﾞｱｯｾﾝﾌﾞﾘ 1set 71g PRL500-40A ﾋﾟﾝｹｰｽ 1 

66a PRL600-75A 継手 PL4M5M 1 71h PRL600-102A ﾋﾟﾝｹｰｽｷｬｯﾌﾟ 1 

66b PRL500-31A ﾁｭｰﾌﾞ 1 71i PRL500-41A ｼｬｯﾀﾋﾟﾝ 1 

66c PRL600-77 ﾆｯﾌﾟﾙ LN-M5-M5 1 71j PRL600-103 ﾄﾒﾜ E4 1 

66d PRL600-78 継手 LH-FM5-M5 1 71k PRL600-39A ｸﾞﾘｯﾌﾟ 1 

67 PRL650-21 RJ ｽﾍﾟｰｻ 1 71l PRL600-40A ｼｬｯﾀｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ 5113 1 

68 PNT600-44A R ｼﾞｮｲﾝﾄ 1 付属品 

69 PL1500i-22A R ｼﾞｮｲﾝﾄｱﾀﾞﾌﾟﾀ 1  PRN051 ﾉｰｽﾞﾋﾟｰｽ  

70 PNT600-42 O-ﾘﾝｸﾞ S9(1A) 2  AN500-72 ｶﾌﾟﾗ 20PM  

     PRM530-48 六角ﾚﾝﾁ 4mm  

      PRL550 取扱説明書  

    ｵﾌﾟｼｮﾝ 

     PRL650-OSV OS ﾊﾞﾙﾌﾞ 1set

     PRL550TE-KIT ﾁｭｰﾌﾞ排出ｷｯﾄ 1set
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ポップリベット・ファスナー株式会社 
 NIPPON POP RIVETS AND FASTENERS LTD. 
■ 本 社 ／ 東京都千代田区紀尾井町３－６（紀尾井町パークビル３Ｆ） 〒102-0094 Tel 03-3265-7291 ㈹

■ 営業部門（ポップリベット・ポップナット・カレイナット・ウェルナット・フラットナット等） 
東京営業所 

大阪営業所 

豊橋営業所 

栃木営業所 

／ 東京都千代田区紀尾井町３－６（紀尾井町パークビル３Ｆ） 

／ 大阪市中央区農人橋１－４－３４（信金中央金庫ビル７Ｆ） 

／ 愛知県豊橋市野依町字細田 

／ 栃木県宇都宮市東宿郷６－１－７（ビッグ・ビー東宿郷４Ｆ） 

〒102-0094 

〒540-0011 

〒441-8540 

〒321-0953 

Tel 03-3265-7291 ㈹

Tel 06-6942-1521 ㈹

Tel 0532-25-9911 ㈹

Tel 028-637-5581 ㈹

 

■ 工 場   豊橋工場 ／ 愛知県豊橋市野依町字細田 〒441-8540 Tel 0532-25-1126 ㈹

※カスタマーサービスへのフリーダイアル Tel 0120-192918 
 

  

●仕様は予告なく変更する場合もありますので、ご了承ください。 

2008/08/01 




